
（ 提供者：尾瀬の郷 片品村 ）

秋の日光白根山（群馬県利根郡片品村・丸沼高原 日光白根山ロープウェー山頂駅付近から）

平成２３年９月１日 第９０号

私と国有林 「企業の森林での活動」

（株）日立エンジニアリング・アンド・サービス 大沼工場

エネルギーネットワーク本部 環境管理センタ

センタ長 茅根 正人 氏

森林・林業の再生に向けて 准フォレスタ等ー研修

計画部 指導普及課

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/



平
成
21
年
12
月
、
農
林
水
産
省
は
、

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
策
定
・

公
表
し
、
昨
年
11
月
末
に
は
、
「
森
林
・

林
業
の
再
生
に
向
け
た
改
革
の
姿
」
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
人
材
育

成
の
た
め
の
研
修
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
国

有
林
を
活
用
し
た
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修

や
林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
を
開
始
し
ま

し
た
。

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
は
、
全
国
で
７

ブ
ロ
ッ
ク
約
４
５
０
名
が
受
講
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
は
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画

の
策
定
等
に
か
か
る
支
援
業
務
を
行
う
准

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
現
場
で
活
動
す
る
た
め

に
必
要
な
基
本
的
な
考
え
方
や
知
識
、
そ

し
て
何
よ
り
も
地
域
の
森
林
・
林
業
を
再

生
さ
せ
よ
う
と
す
る
心
構
え
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
講
師
か
ら
知
識
や
情
報
を
一
方

的
に
伝
達
す
る
と
い
っ
た
研
修
で
は
な
く
、

研
修
生
が
、
研
修
生
同
士
あ
る
い
は
講
師

と
の
議
論
を
通
じ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
け
る
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
活
動

の
姿
を
自
分
な
り
に
考
え
、
イ
メ
ー
ジ
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
現
地
で
の
議
論
な
ど
対
話
型
の
研
修

を
主
体
と
し
て
い
ま
す
。

本
研
修
の
受
講
生
は
、
11
月
以
降
、
更

に
通
信
研
修
等
を
通
じ
て
、
必
要
な
知
識

等
が
補
完
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
他
、
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
上
で
、
丈
夫
で
簡
易
な
路
網
の

要
と
な
る
「
林
業
専
用
道
」
に
つ
い
て
の

基
礎
知
識
の
習
得
と
路
線
選
定
、
設
計
方

法
等
の
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た｢

林

業
専
用
道
技
術
者
研
修｣

を
全
国
で
７
ブ

ロ
ッ
ク
約
１
０
０
０
名
が
受
講
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
利
根
沼
田
森
林

管
理
署
を
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
の
拠
点
と

し
て
、
前
期
、
後
期
の
計
２
週
間(

各
3

回
）
、
都
県
職
員
及
び
国
有
林
職
員
あ
わ

せ
て
約
75
名
が
受
講
す
る
予
定
で
す
。

平
成
23
年
7
月
25
日
（
月
）
か
ら
前
期

第
１
回
目
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
を
開

催
し
、
都
県
職
員
22
名
、
国
有
林
職
員
２

名
の
計
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
林
野
庁
講
師
に
よ
る
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
の
役
割
や
市
町
村
整
備
計
画
の

概
要
に
続
き
、
群
馬
県
森
林
組
合
連
合
会

の
高
橋
指
導
課
長
に
よ
り
、
森
林
施
業
の

集
約
化
に
つ
い
て
渋
川
県
産
材
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
も
含
め
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
受
講
生
が
四
班
に
分
か
れ

グ
ル
ー
プ
演
習
を
行
い
、
森
林
経
営
計
画

を
作
成
し
、
実
行
す
る
森
林
施
業
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
対
し
て
の
支
援
、
指
導
・
助
言
す

る
際
に
必
要
な
視
点
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
四
つ
の
課
題
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

路
網
計
画
で
は
、
国
有
林
の
そ
れ
ぞ
れ

の
林
班
を
民
有
林
所
有
者
に
見
立
て
た
仮

想
集
約
化
団
地
に
対
し
て
、
路
網
計
画

（
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
策
定
し
た
と

仮
定
し
た
も
の
）
に
問
題
が
な
い
か
等
を

班
ご
と
で
検
討
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
現
地
実
習
で
、
森
林
施
業

の
検
討
と
し
て
、
間
伐
未
実
施
林
分
や
広

葉
樹
林
化
林
分
の
施
業
方
法
の
検
討
、
昨

日
検
討
し
た
仮
想
集
約
化
団
地
で
の
机
上

で
検
討
し
た
路
網
計
画
を
実
際
の
現
地
で

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
様
々
な
角
度
か
ら

検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
日
目
は
、
班
別
に
市
町
村
整
備
計
画

で
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
進
め
方
な
ど
を
検
討

し
、
そ
の
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
目
指
す
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
像

に
つ
い
て
発
表
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
か
ら
、
「
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

研
修
を
受
け
た
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
い
て
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
を
実

践
す
る
牽
引
者
に
な
り
う
る
人
材
で
あ
り
、

実
際
の
現
場
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
日
々
研

さ
ん
し
て
、
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
て

平成２３年９月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９０号（２）

森林の施業方法と路網計画を現地で検討

市町村整備計画でのゾーニング結果の公表

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
研
修
に
つ
い
て

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修



い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
が

あ
り
ま
し
た
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
利
根
沼
田
森
林

管
理
署
を
研
修
の
拠
点
と
し
て
都
県
、
森

林
管
理
局
署
、
市
町
村
、
設
計
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
土
木
建
設
事
業
体
等
の
職
員
な

ど
を
対
象
に
４
回
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
約

１
０
５
名
が
受
講
す
る
予
定
で
す
。

平
成
23
年
８
月
８
日
（
月
）
か
ら
第
１

回
目
の
「
林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
」
を

開
催
し
、
森
林
組
合
職
員
２
名
、
都
県
職

員
17
名
、
国
有
林
職
員
９
名
の
計
28
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
路
網
整
備
の
現
状
と
考
え

方
や
林
業
専
用
道
の
設
計
上
の
留
意
点
等

の
基
礎
の
講
義
や
図
面
上
で
の
路
線
の
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
既
設
路
線(

作
業
道)

に
お

い
て
、
切
土
、
盛
土
、
法
面
の
高
さ
や
排

水
箇
所
の
検
証
、
林
業
専
用
道
と
し
て
設

計
す
る
場
合
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
現
地
検
討
の
結
果
の
発
表

や
林
業
専
用
道
の
ル
ー
ト
選
定
及
び
設
計

上
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
５
年
間
、
研
修
内
容
の
改
善
や

充
実
を
図
り
な
が
ら
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研

修
及
び
林
業
専
用
道
研
修
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
の
管

理
経
営
に
国
民
の
皆
様
の
声
を
反
映
さ
せ

て
い
く
た
め
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

設
け
、
モ
ニ
タ
ー
70
名
か
ら
意
見
や
提
言

を
伺
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
去
る
７
月
27
日
、

群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み
町
の
国
有
林
に

お
い
て
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
都
県
よ
り
、
14
名
の
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、

現
地
視
察
及
び
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し

た
。現

地
視
察
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の

保
全
や
復
元
を
目
指
し
活
動
中
の
「
赤
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
現
場
と
し
て
、
活
動

拠
点
の
「
い
き
も
の
村
」
及
び
平
成
21
年

度
に
行
っ
た
治
山
ダ
ム
改
修
工
事
箇
所
に

つ
い
て
紹
介
・
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
森
林
整
備
の
効
率
化
の
現
場
と

し
て
、
高
性
能
林
業
機
械
を
用
い
た
間
伐

作
業
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
は
じ
め
て
見

る
林
業
機
械
や
間
伐
作
業
に
、
非
常
に
関

心
を
持
た
れ
た
様
子
で
、
作
業
の
厳
し
さ

や
路
網
の
必
要
性
な
ど
、
林
業
を
取
巻
く

状
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

午
後
の
会
議
で
は
、
関
東
森
林
管
理
局

管
内
の
概
要
や
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン

を
踏
ま
え
た
当
局
の
取
組
等
に
つ
い
て
説

明
を
し
た
後
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
と
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
は
、
森
林
整
備

の
効
率
化
や
、
林
業
の
担
い
手
問
題
、
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
連
携
等
、
様
々
な
質
問
・
意
見
交

換
が
な
さ
れ
、
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

（３）平成２３年９月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９０号

８
月
16
日
付
け

森
林
管
理
署
長

▽
利
根
沼
田
森
林
管
理
署
長中

澤

文
彦

（
北
海
道
森
林
管
理
局

根
釧
東
部
森
林
管
理
署
長
）

▽
磐
城
森
林
管
理
署
長

安
室

正
彦

（
東
北
森
林
管
理
局

津
軽
森
林
管
理
署
長
）

９
月
１
日
付
け

関
東
森
林
管
理
局
課
長
等

▽
赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長

廣
橋

潤

（
林
野
庁
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課
付
）

森
林
管
理
署
長

▽
東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署
長坂

井

敏
純

（
林
野
庁
国
有
林
野
部
管
理
課
監
査
官

兼
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課
）

新
任
幹
部
を

紹
介
し
ま
す
。

（

）
は
前
職

茂倉沢治山ダム改修工事について説明

現

地

視

察

意

見

交

換

会

間伐作業を視察

関

連

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/apply/publicsale/kikaku
/h23monitor-kaigi.html

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
林
業
専
用
道
技
術
者
研
修

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/apply/publicsale/kikaku/h23monitor-kaigi.html


小
笠
原
特
集
の
第
２
回
は
、
外
来
種
対

策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

現
在
、
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、

小
笠
原
諸
島
の
固
有
の
森
林
生
態
系
や
固

有
動
植
物
の
保
護
・
管
理
を
進
め
て
お
り
、

様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
来
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
保
全
・

管
理
は
、
人
の
手
を
加
え
ず
、
自
然
の
推

移
に
委
ね
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保

護
地
域
は
、
外
来
動
植
物
種
の
侵
入
に
よ

り
固
有
動
植
物
へ
の
悪
影
響
が
大
き
い
こ

と
か
ら
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
保
全
管

理
計
画
や
、
世
界
遺
産
科
学
委
員
会
に
お

い
て
検
討
さ
れ
た
、
生
態
系
保
全
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
「
外

来
植
物
の
駆
除
に
よ
る
固
有
森
林
生
態
系

の
修
復
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
代
表
的
な
外
来

植
物
と
し
て
は
、
ア
カ
ギ
、
モ
ク
マ
オ
ウ
、

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
等
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
植
物
は
、
戦
前
、
薪
炭
材
等
と
し

て
利
用
す
る
た
め
に
、
島
に
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
で
す
が
、
戦
後
、
特
に
返
還
後
は

燃
料
革
命
等
に
よ
り
、
利
用
さ
れ
な
い
ま

ま
放
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
分
布
域
を
拡

大
し
て
き
ま
し
た
。

ア
カ
ギ
は
、
母
島
で
は
広
範
囲
に
分
布

し
て
お
り
、
父
島
と
弟
島
の
一
部
に
も
生

育
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
モ
ク
マ
オ
ウ
は
、

小
笠
原
諸
島
の
全
島
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
外
来
植
物
の
駆

除
事
業
は
、
平
成
14
年
4
月
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
駆
除
方
法
は
、
薬
剤
注
入
、
巻

枯
ら
し(

樹
皮
を
剥
ぎ
枯
ら
す
方
法)

、
伐

採
等
が
あ
り
ま
す
。

薬
剤
注
入
は
、
他
の
植
物
等
へ
の
影
響

の
少
な
い
除
草
剤
を
使
用
す
る
も
の
で
、

ア
カ
ギ
、
モ
ク
マ
オ
ウ
は
萌
芽
に
よ
る
樹

勢
回
復
が
旺
盛
な
こ
と
か
ら
こ
の
方
法
は

有
効
で
す
。

ま
た
、
伐
採
に
よ
る
駆
除
は
、
倒
木
に

よ
る
下
層
植
生
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
や
ギ
ャ
ッ

プ
に
よ
る
陸
産
貝
類
等
の
生
息
環
境
へ
の

影
響
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
伐
採
駆

除
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
し
な
が
ら
慎
重
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

外
来
植
物
の
侵
入
に
よ
る
影
響
と
し
て

は
、
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
等
の
餌
木

が
減
少
・
衰
退
す
る
こ
と
に
よ
る
餌
不
足

が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
モ
ク
マ
オ
ウ

等
の
繁
茂
は
、
下
層
植
生
を
衰
退
さ
せ
、

何
も
生
え
て
い
な
い
状
態
を
発
生
さ
せ
る

こ
と
か
ら
、
固
有
の
動
植
物
の
減
少
に
つ

な
が
り
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
量
は
、
父
島
、
母
島
、

兄
島
に
お
い
て
、
薬
剤
注
入
や
稚
幼
樹
の

抜
取
り
作
業
を
約
１
５
６
㌶
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

外
来
植
物
の
駆
除
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
小
笠
原
諸
島
の
固
有
な
森
林
生
態
系

を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
計
画
的

な
保
全
・
管
理
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

平成２３年９月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ９０号（４）

村民ボランティアによる外来植物の抜取作業（南島）

アカギ（父島）

モクマオウの林

リュウキュウマツに薬剤注入

小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
野
（
第
２
回
）

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

世界遺産ロゴマーク
リュウキュウマツの林



3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
旧
、
復
興
を
祈
願
い
た
し
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
私
の
勤
め
る
会
社
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
深
く
関
わ
る
企
業
と
し
て
、
２
０
０
７

年
か
ら
茨
城
県
高
萩
市
上
君
田
堅
石
国
有

林
の
一
部
を
借
用
し
「
悠
々
の
森
林
」
と

自
ら
名
前
を
つ
け
た
植
林
活
動
を
始
め
て

い
ま
す
。
既
に
６
㌶
の
森
林
に
針
葉
樹
、

広
葉
樹
を
併
せ
約
１
８
，
４
０
０
本
の
植

樹
と
４
㌶
の
国
有
林
に
生
育
し
て
い
る
30

年
生
の
森
林
の
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
、
私
た
ち
が
国
有
林
の
森
林
育
成

や
整
備
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

そ
れ
は
、
当
時
の
経
営
者
ト
ッ
プ
が
植

林
活
動
に
対
す
る
思
い
を
か
ね
て
よ
り
心

に
い
だ
き
、
今
が
そ
の
実
行
す
る
時
期
と

判
断
さ
れ
、
私
た
ち
に
指
示
が
下
っ
た
の

で
す
。
何
の
知
識
も
持
た
な
い
私
た
ち
は

ど
こ
か
ら
手
を
付
け
て
よ
い
の
か
皆
目
検

討
も
つ
か
ず
時
が
過
ぎ
、
林
野
庁
の
「
法

人
の
森
林
制
度
」
に
辿
り
つ
き
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
場
所
は
ど

こ
に
す
る
か
、
ど
の
く
ら
い
の
面
積
に
す

る
か
。
何
年
間
続
け
る
の
か
な
ど
具
体
的

計
画
書
を
作
成
し
、
社
内
で
の
審
議
を
経

て
実
行
に
移
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
社
員
の
み
に
留
ま
ら
ず

家
族
も
一
緒
に
行
え
る
よ
う
広
く
参
加
を

呼
び
か
け
、
こ
れ
ま
で
延
べ
１
，
０
６
１

名
の
方
が
参
加
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

特
に
、
私
た
ち
が
作
業
上
注
意
し
た
こ

と
は
、
急
峻
な
場
所
で
は
監
視
の
た
め
の

ス
タ
ッ
フ
の
配
置
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
に

は
キ
ッ
ズ
エ
リ
ア
を
設
け
ロ
ー
プ
で
区
画

し
た
こ
と
、
植
え
る
箇
所
を
ハ
ッ
キ
リ
さ

せ
る
た
め
事
前
に
マ
ー
キ
ン
グ
し
た
こ
と
、

万
一
の
怪
我
に
備
え
て
の
看
護
師
の
待
機

な
ど
参
加
者
の
安
全
確
保
に
努
め
た
こ
と

で
す
。
ま
た
、
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は

記
念
に
杉
板
に
名
前
を
書
い
て
も
ら
い
、

憩
い
の
場
と
し
て
建
て
た
東
屋
の
梁
や
特

注
の
看
板
に
貼
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

何
度
も
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
そ
の
度
に

前
回
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
し
感
慨
深
く
な
っ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
元
の
森
林
組
合
の
皆
様
、

森
林
管
理
署
員
の
皆
様
に
は
毎
回
、
森
林

と
ふ
れ
あ
う
た
め
の
学
習
、
植
栽
や
下
刈

り･

間
伐
な
ど
の
作
業
方
法
、
巣
箱
の
設

置
な
ど
細
か
な
指
導
を
い
た
だ
き
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
参
加
者
か
ら
の
声
を
一
つ
ご
紹

介
し
ま
す
。
昼
食
を
用
意
し
た
と
こ
ろ

「
割
り
箸
、
紙
皿
な
ど
の
使
い
捨
て
は

“
も
っ
た
い
な
い
”
、
マ
イ
箸
、
マ
イ
皿

に
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
」
と
い
う
意
見
を

い
た
だ
い
て
、
直
ぐ
に
次
回
か
ら
は
意
見

を
取
り
入
れ
好
評
で
し
た
。

な
お
、
関
東
森
林
管
理
局
か
ら
は
毎
年
、

環
境
貢
献
度
通
知
が
届
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
植
林
活
動
の
洪
水

防
止
、
流
域
貯
水
、
水
質
浄
化
、
土
砂
流

出
防
止
、
炭
素
固
定
便
益
に
つ
い
て
評
価

さ
れ
た
数
値
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
小
さ
な
数
値
で
す
が
こ
の
通
知
は
大

変
あ
り
が
た
く
励
み
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
支
え
ら
れ
て
き
た
私
た
ち
企

業
の
取
り
組
み
は
小
さ
な
活
動
で
す
が
、

次
の
世
代
へ
引
継
ぐ
た
め
の
大
切
な
環
境

活
動
と
思
い
を
馳
せ
、
授
か
っ
た
命
を
未

来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
も
様
々
な
機
能
を
備

え
た
森
林
と
い
う
財
産
を
守
り
、
森
林
か

ら
の
恩
恵
も
受
け
な
が
ら
生
き
て
い
る
私

た
ち
に
と
っ
て
、
改
め
て
国
有
林
の
大
切

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
大
変
息
の
長
い
活
動
に
な

り
ま
す
。
私
た
ち
の
時
代
に
始
め
ま
し
た

が
、
確
実
に
次
の
世
代
に
も
始
め
た
意
義

を
シ
ッ
カ
リ
受
け
止
め
継
続
し
て
い
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
が
、
企
業
と
し
て
存
続
す

る
証
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
生
物
多
様
性
が
叫
ば
れ
る
今

日
、
「
豊
か
な
水
と
緑
の
地
球
を
未
来
の

こ
ど
も
た
ち
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
私
た

ち
は
植
林
活
動
を
続
け
、
50
年
後
に
は
大

き
く
育
っ
た
木
々
を
利
用
し
た
ロ
グ
ハ
ウ

ス
が
社
員
の
憩
い
の
場
と
し
て
会
社
敷
地

に
建
っ
て
い
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。

（５）平成２３年９月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９０号

巣箱設置の様子

「悠々の森林」植林活動後の集合写真



玉ノ井森林事務所は福島県の中通り地方のほぼ中央、

大玉村に位置し、日本百名山で有名な安達太良山（標
あ だ た ら や ま

高 1,700㍍）の東側、二本松市と大玉村にかかる約５千

㌶の国有林を管理しています。

安達太良山は、磐梯朝日国立公園の南端に位置し、

６～７月にかけてはハクサンシャクナゲやサラサドウ

ダン、レンゲツツジなどが咲き誇り、田中澄江著「花
た な か す み え

の百名山」の一座にも選ばれています。

山頂へは、あだたら高原スキー場のゴンドラ利用に

より標高1,300㍍付近まで上ることができ、登山道は比

較的緩やかで登りやすいことも登山者に人気の理由の一

つとなっています。５月には安達太良山の山開きが開催

されますが、今年は東日本大震災の影響があったものの、

大変多くの登山者で賑わいました。

安達太良山周辺の国有林は、安達太良自然休養林に指

定され、スキー場やキャンプ場などの施設があり、一年

を通して森林レクリエーションが楽しめます。また、秋

には美しい紅葉を見せてくれる「あだたら渓谷自然遊歩

道」や「遠藤ヶ滝遊歩道」は、森林環境教育の場として

も利用されています。

当事務所管内には、最近注目されているコンテナ苗を

植えた箇所があります。

採算性の厳しさが問われ続けて久しい林業ですが、コ

ンテナ苗は、造林コストを下げようという取組みの中で

考案された苗木で、従来のポットを改良したマルチキャ

ビティコンテナという容器の中で育てられた苗木のこと

を指します。培地の容積が小さくて軽く、根巻きや根の

変形がなく、植付作業が非常に簡単なことが大きな特徴

です。

当署で開催したコンテナ苗の植栽実演会では、実際に

植付作業を体験された方から、「作業が非常に簡単で楽

しく植えることができた。」という感想をいただきまし

た。

平成22年春に約４㌶植栽したカラマツのコンテナ

苗は、約１年が経過したところですが、現在、順調

に生育しており、今後どのように生長をしていくか

継続して調査していくこととしています。

伐採した山に苗木を植え、再び伐採して利用でき

るようになるまでには長い期間を必要とします。林

業という業界の中でもとりわけ森林整備の分野は、

他に比べ新しい技術の成果が見えにくいという面が

感じられます。こういった中で新しい技術を導入し、

少しずつ改善し手を加えながら得られた成果を普及

することは、森づくりを考える上で大切なことでは

ないかと考えています。

元気いっぱいの小学生を案内して森林へ出発

あだたら渓谷自然遊歩道での森林探訪会

平成２３年９月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９０号（６）

大勢の登山者が参加しての安達太良山山開き

コンテナ苗の植付実演会と梱包されたコンテナ苗



「白根山」は、古来より峰が雪で白く染まる様子か

ら、その名称で呼ばれてきたと言われており、日本各

地に白根山はありますが、他の白根山と区別するため、

一般的に「日光白根山」と呼ばれています。

日光白根山（標高2,578㍍ )は、群馬県利根郡片品

村と栃木県日光市の県境にあり、関東以北の中にあっ

ては一番高い山です。しかし、その位置が地理的に関

東の中心部から奥地にあることで、最高峰と気付く人

は少ないようです。日光市の戦場ヶ原からでさえ、手

前の山々に遮られ山の全景を望むのは難しいほどです。

最後の噴火は明治22年で、当時の爆裂火口跡が山頂

一帯に残っています。山頂からは360度の優れた景色

を堪能でき、天候に恵まれれば富士山・日本アルプス

の眺望も楽しむことができす。

登山ルートは、片品村の菅沼登山口から弥蛇ヶ池→

奧白根山→五色沼→弥蛇ヶ池→菅沼へ戻るルートが一

般的ですが、最近では、丸沼高原スキー場にある日光

白根山ロープウェーで一気に標高2,000㍍付近まで行

けることから、比較的楽に登れるため多くの登山者で

賑わいをみせています。

日光白根山は日光国立公園内にあり、シラビソ、

コメツガ、アスナロ、ダケカンバ等の樹林が広がっ

ています。また、ハクサンシャクナゲ、ハクサンチ

ドリ、マルバタケブキ、シラネアオイ等豊富な高山

植物が登山者の目をなごませてくれます。

日光白根山は、良好な自然環境を維持しており、

今後とも、当署管内の他の百名山「谷川岳」「武尊

山」「皇海山」等とともに、森林生態系の維持・保

全に努めていきたいと考えています。

（利根沼田森林管理署 広報広聴連絡官 高村 和三）

ロープウェー山頂駅から日光白根山を望む

シラネアオイ

（７）平成２３年９月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９０号

雪化粧した日光白根山

２
０
１
１
国
際
森
林
年
関
連
事
業

実

施

日

平
成
23
年
10
月
23
日
（
日
）

実
施
場
所

赤
谷
の
森
（
小
出
俣
エ
リ
ア
）

（
関
東
森
林
管
理
局
（
前
橋
市
）
又
は

利
根
沼
田
森
林
管
理
署
（
沼
田
市
）
集
合
）

参
加
資
格

小
学
４
年
生
以
上

（
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

募
集
人
員

20
名
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
）

申
込
方
法

イ
ベ
ン
ト
名
「
赤
谷
の
森
自
然
散

策
」
及
び
参
加
者
全
員
の
①
氏
名
②
年
齢
③

性
別
④
郵
便
番
号
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦
希

望
す
る
集
合
場
所
等
を
、
当
セ
ン
タ
ー
担

当
者
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

平
成
23
年
10
月
17
日
（
月
）

参

加

費

無
料

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

担
当:

竹
田
・
星
田

〒
378-

0018

沼
田
市
鍛
冶
町
３
９
２
３-

１

電
話
番
号
（
０
２
７
８
）
６
０-

１
２
７
２

フ
ァ
ッ
ク
ス

（
０
２
７
８
）
２
４-

５
５
６
２

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/kanto/akaya_fc/news/index.html
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